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牧草類の生育にともなう蛋白質分画の推移
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飼料中の蛋白質を評価する場合， NRC飼養標準4)ゃフランスの飼養標準1)では，反第家畜のJレーメン

内分解性を考慮した蛋白質の評価法を採用している。

飼料中の粗蛋 飼 料乾物 蛋白質 第一胃でめ分解性

白質(C P )は
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図 1 飼料中の蛋白質分画 (James Nocek， 1988) 

化管へ移行する非分解性粗蛋白質(U 1 P )に大別できる口さらにUIPは，小腸で吸収され体内で利用

される蛋白質と，消化されずに糞中に排泊される不消化粗蛋白質(1 1 P )とに分類できる3)。

例えば，ヒートダメージを受げた乾草では 11 Pが増加するため，家畜の利用できる蛋白質が減少する白

ところで，我が国では飼料中蛋白質を評価する場合，従来の CP含有率を指標とする評価法が現在でも

主流となっているので，前述した様なノレーメン内分解性に基づいた蛋白質評価法の確立に関する要望が高

くなってきている。そこで，本研究は，新たな蛋白質評価基準を作成する際の基礎資料を得るという位置

づけで，イネ科 2草種とマメ科 l草種を対象に，刈取り回次別の蛋白質分画の経時的変化を追跡調査した。
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材料及び方法

試験に用いた牧草は，十勝地域で栽培しているオーチヤードグラス(2年目，品種フロンティア)，チ

モシー(3年目，品種ホクオウ〉及びアルフアルファ(4年目，品種ソア)の 3草種である。それらを，

l番草は 5月15日から 7月17日まで， 2番草は l番草を出穂期に刈り取った再生草地で 7月5日から 9月

5日まで，そして 3番草はし 2番草を出穂期に刈り取った再生草地で 8月24日から10月17日までの閉そ

れぞれ約10日間隔で採取し原料草の分析を行った口また，採取した牧草の 1部をそのままバッグサイロで

半年以上密封貯蔵し，高水分サイレージの分析も行った。サンフ。Jレは70"Cで一昼夜通風乾草した後， 0.5 

聞の粉砕機で粉砂し，分析に供した白

CPは，原料草では風乾物を，サイレージでは原物をそれぞれ常法で分析した白純蛋白質 (TP)はト

リクロ jレ酢酸法で， 01 Pは insitu法で，また 11 PはAD溶液不溶粗蛋白質として定量したみ 3)。

また各分画は乾物中含有率で示した。

結果及び考察

オーチヤードグラスの CPとTP含有率の経時変化を図 2に示した。原料草の TPはCPの 8割程度の
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図2. オーチヤードグラスの組蛋白質，純蛋白質の経時変化

値で推移しているが，高水分サイレージに調製すると CP中に占める TPの割合が顕著に低下した。特に

早刈りを行うと低下する傾向が顕著であった。また 1， 2番草の両蛋白質は生育が進むにつれ減少するが，

その度合は出穂始めの時期を境に変化し，出穂の前は急激であったものが，出穂以降は低い値で緩慢に推

移した。

チモシーではオーチヤードグラスとほぼ同様の傾向がみられた白

図3にアルフアル77のCPとTPの経時変化を示した口ア jレ77)レファはイネ科草種に比べ， C P含
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図 3. アルフアルファの粗蛋白質，純蛋白質の経時変化

量が10需程度高く推移しているがト_CPに占める TPの割合は低く，原料草で約70必，サイレージで約30

%程度であった。また，原料草では， 1， 3番草は生育が進むにつれ漸減するが， 2番草では 8月下旬頃

から横ばいとなる傾向にあった。

図4に，各草種の CP中に占める 11 Pの割合を原料草とサイレージについて示したo サイレージを高

水分に調製した場合は，全草種，各番草とも原料草とサイレージの聞に有意差はなかった。また，各草種

とも 1， 2番草は生育の進行に伴い増加し，特にイネ科牧草はマメ科草に比べCP中の不消化割合が高い
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図4 各草種の IIP/CP比の経時変化
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傾向にあった口 3番草はアルフアルファのみが漸増するため， 10月に入るとオーチヤードグラスをも抜き

んでる高い比率となったロチモシーはじ 2番草とはt異なり，最も低い値で推移している白

図 5に高水分サイレージの CP中に占める DIPの割合を， 1番草について示した。

DIPはアルフアルファがイネ科 2草種より高く， 98から92婦の聞で推移レた。イネ科草は出穂期まで

は90婦以上の値で推移しているが，それ以降は減少し， 6月下旬にはオーチヤードグラスで67%，チモシ

ーで78%にまで低下した。

次に，原料草について，各番草毎に CP含有率と生育日数の相関関係を検討した(図 6)。
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図 5 1番草サイレージ(高水分)の DIP/CP比の経時変化
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図 6 原料草中組蛋白質含有率と生育日数の関係

(Y:C P含有率， X生育日数。生育日数は， 1番草では，日平均気温が初めて 5"Cにな)

った日がO日目， 2・3番草は，"，1 • 2番草をそれぞれ出穂期刈りした日が O日目。
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1番草では，全草種で，生育日数が進むにつれCP含有率の低下がみられたことから， C P含量と生育日

数の聞に r二一0.86より高い有意な相関が認められた。 2番草ではイネ科草でのみ有意な相関が得られた。

アルファノレファでは， C P含量が 8月下旬以降に横ばいになったため低い相関となった口 3番草は 1番草

と同様に全草種で高い相関が得られた白得られた回帰式から CP含量を推定すると， 1番草の各草種は 1

日当り 0.20から 0.24喝の範囲で減少することが確認された。また，オーチヤードグラスは他の 2草種よ

りも比較的低位でゆっくりと減少する傾向にあった口 2番草でもオーチヤードグラスは 1番草同様，低位

でゆっくりと減少した白チモシーは早い時期には高く推移していたが，生育日数が長くなるに連れてオー

チヤードグラスのレベルまで低下するという特徴を示した。 3番草はチモシーの減少が最も急であった。

原料草中の CPに占める 11 Pの割合と，生育日数との関係を図 7に示した。 1番草は全草種とも生育

に従って直線的に増加し， r二 0.97以上の高い相闘が得られた口 2番草は 1番草に比べ若干相関が下がる
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図 7 原料草中 IIP/CP比と生育日数との関係

(Y:I I P/C P比， x:生育日数。生育日数は， 1番草では，日平均気温が初めて 5ρ
℃になった日が O日目， 2. 3番草は， 1 . 2番草をそれぞれ出穂期刈りした日が O日町

ものの，やはり全草種で有意な相関が認められた白 3番草の 11 Pはアルファノレブァのみが生育につれて

増加するため有意な相関はアルフアルファでしか確認されなかった。続いてこれらの回帰式から 11 Pの

CPに占める割合を推定すると， 1番草ではオーチヤードグラスが 1日当り 0.18 %，チモシーが 0.21% 

とアルフアルファの 0.12%より高い増加率を示した口 2番草になるとイネ科の増加率は低下し，アルフ

アルファとほぼ同様のレベルに達した。アルフアルファは各番草とも 0.12から 0.13婦の範囲でゆるやか

に増加する傾向にあった。

以上のことから，牧草中蛋白質の利用効率を考えた場合，イネ科牧草では出穂期を過ぎると CP含量が

低下し， 1 1 P含量が増加するため出穂前の利用が重要であることが示唆された白また，イネ科牧草に比

べ 11 P含量の少ないマメ科牧草の維持が重要であるということも考察されたが，マメ科牧草は DIP含

量がイネ科牧草に比べ高いことから，単独給与をしすぎない配慮が必要と考えられる。

本試験ではマメ科牧草をアルフアルファ l草種に限定したことや，サイレージの水分水準が高水分だげ
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であったことから，今後は他草種での検討や，異なる水分水準での検討が必要と考えている。
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